
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 １．申込み方法  下記の参加申込書に記入後、E-mailまたはFAXにてお申し込みください。 
 ２．申込締め切り  平成２４年１月１７日（火）必着 
３．申込み／問合せ先 横浜市地球温暖化対策事業者協議会事務局  担当／土田、伊藤 

〒231-0016 横浜市中区真砂町2-22 TEL:045-671-4103 E-mail:ks-jigyousya@city.yokohama.jp  
横浜市地球温暖化対策事業者協議会事務局 行 

 
【講座日時：平成２４年１月２４日（火）13:00～17:00】 

 

 
会社名／事業所名／所属部署名 参加者氏名 同行者 

名

※当日は本票の写しをお持ちいただき、参加票としてご提出ください。 

日時：平成 24 年1 月24 日（火） 13:00～17:00 
場所：関内中央ビル 10 階 大会議室 

（住所：中区真砂町2-22) 

「“知っている”から“やっている”」へのスムーズな移行のために―――。基礎的な知識を踏まえた、着実かつ具体的
な省エネを進めていくには、「省エネ事例」を参考にすることがひとつの早道です。特にビル建物など業務部門における事例
は、設備の共通性等から手法の汎用性が高い（＝水平展開しやすい）ため、これまで全国各地で実践されてきた好事例を活用
できれば、即効果を得られる確率は高いといえます。 
 
ただし、事例あるいは手法を活用するにも「どんなことに注意したらよいのか」といった、各事業所で実践するための要点

を知っておかないと、宝の持ち腐れになってしまいます。そこで本講座では、主として横浜市生活環境の保全等に関する条例

施行規則第89条「第１号」事業者のうち業務部門の事業者（所）、ならびに「第２号」事業者に所属する現場技術者・管理監

督者等を対象として、「空調」「照明」に焦点を当て、「お金をかけない省エネ」及び「お金をかける省エネ」の両面から、事

例に学び、効果の試算結果なども参照しながら、必要な節電・省エネ技術や手法を習得していただく研修会を実施します。 

※受講生の理解度等も勘案し、当日の講義内容が一部変更になる 
場合がございます。ご了承ください。 

第１編 ビル建物の節電・省エネを巡る最近の動向（プロローグとして） 
(1)なぜ今「ビルの省エネ」なのか  (2)ビルのエネルギー管理の進め方 など 

第２編 ビル建物の運用改善による省エネ 
(1)エネルギー負荷の低減 ・空調設備 ・換気設備 ・照明／コンセント ・給排水／衛生 など 
(2)エネルギーロスの低減  (3)高効率運転の追求  (4)設備改善による省エネ対策の概要 など 

※多岐にわたるテクニックを紹介予定。

第３編 ビルの省エネ改善事例解説（演習を含む）☆汎用性の高いものから時間が許す限り解説します。 
【重要】演習時には電卓を使用します。ご参加の際には各自ご持参ください（四則演算でＯＫ）。 

第４編 運用改善の総括（エピローグとして） 

 ビル建物（オフィス等）で“スグできる”省エネ事例解説  

雑居ビル・病院・ホテル等の省エネを進める上で有用な事例＋技術・手法そして効果を「数字」を交えて解説！ 

業務部門は省エネ＋「節電対策」のヤマ
．．

。だから余計に「ひたすら省エネ・節電事例に学ぶ」意義高し！

参加費 
無料

講師：（財）省エネルギーセンター 省エネ人材育成本部 
育成事業部 特任講師 三角 治洋 氏

横浜市地球温暖化対策事業者協議会「省エネ講座」第４回（②ビル建物編）ご案内

講 座 概 要 

カリキュラム 

省エネ講座（第３回・②ビル建物編） 「ビル建物で“スグできる”省エネ事例解説」 申込書

受講要領 募集人数：50名（無料） 

 受講対象者 

横浜市内に所在するビル系事業者（所）の 
・ご経営者の方 
・管理職（部課長クラス）の方 
・設備運転管理・監督者 等 

（基本的にご専門は問いません） 

問題意識のある方はまずご参加を！ 

＜ＰＤＣＡサイクルを回そう＞ 

（切り取らずに送信してください） 

FAX: 045-681-2790 E-ma i l : k s- j i g y o u s y a@c i t y . y o koh ama . j p

申込日：平成  年  月  日

募集人数に達したため、募集を締め切ります。 

ご応募ありがとうございました。 

募
集
締
切 


